
第９期南魚沼市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）に対する 

意見の概要と市の考え方 

 

意見の概要 市の考え方（対応） 

第９期計画を着実に実行する

ためには、人材不足の解消が必要

不可欠な要素である。介護職員の

業務負担軽減対策としては、介護

ロボット・ＩＣＴ化などの推進が

喫緊の課題である。人材確保対策

として、他市では「妻有福祉マッ

チボックス」などを行っている。

また、介護人材バンクの創設が考

えられる。計画を机上の空論にし

ないためにも、このような事業者

が抱える深刻な課題について、ぜ

ひご検討願いたい。 

介護人材不足が重要課題であることは十分

認識しています。介護現場における業務改善

について、新潟県では会護ＤＸ推進事業など

さまざまな事業を実施しています。また、令

和５年秋から市公式求人サイト「南魚沼マッ

チボックス」を始めました。福祉介護分野の

仕事に限定したものではありませんが、介護

分野の事業者のみなさんからも活用していた

だきたいと考えています。 

なお、現段階では、市単独で介護人材バン

クを創設する考えはありません。 

第９期計画の５つの重点施策の１つに「介

護人材の確保と持続可能で安心して利用でき

る福祉介護サービスの推進」を掲げ、新潟県

やハローワーク、市の労働部局などの関係機

関と連携し、役割分担をした中で、効果的な

事業を検討し、介護施設への支援に取り組み

ます。 

 


